
検討の経緯と
計画段階へのステップアップ

1.松山駅交通拠点機能強化の検討経緯

2.バスタプロジェクトの事業プロセス

3.検討範囲

4.松山駅交通拠点機能強化整備方針

5.事業計画で検討すべき事項
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１. 松山駅交通拠点機能強化の検討経緯

1

松山駅交通拠点機能強化検討会の設置

• 松山市の交通の現状とまちづくり

第１回検討会（2022.5.17）

• 検討範囲

• 交通結節点整備の方向性

• 大手町通りニーズ調査

第２回検討会（2022.9.26）

• 交通結節機能強化の方向性

• 空間活用の考え方（両拠点間のアクセス強化の方向性）

• 各機能の考え方

• 管理・運営手法

第３回検討会（2023.3.16）

第４回検討会（2023.7.12） • 松山駅交通拠点機能強化整備方針（案）

（2023.11.17） 整備方針の策定

• 事業計画策定に向けた論点整理
第６回検討会（2025.7.16）
本 日

第５回検討会（2023.10.17）
※書面開催 • 松山駅交通拠点機能強化整備方針（案）

シンポジウム（2022.3.30） 松山の新たな駅まちづくり



【現在】

令和4年5月：検討会設立

検討会開催（計5回）

令和5年11月：整備方針公表
令和6年12月：県･交通事業者と合意

令和4年4月：整備方針の検討段階にあがる

令和4年3月：シンポジウム開催

令和7年4月：事業計画の検討段階にあがる

２. バスタプロジェクトの事業プロセス（松山の検討状況）
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検討範囲

３. 検討範囲
 検討範囲は、「JR松山駅東口駅前広場を含む駅に隣接した街区と、駅前の大通りとなる大手町通りを含め
たエリア」とする。但しJR松山駅と松山市駅間の千舟町通り、花園町通りなど検討に必要な路線は議論に
含む。

 計画の具体化に際しては、松山ならではの特徴を活かすため、松山市駅や道後をはじめとする都市機能施
設や観光拠点等との連携も考慮しながら検討を進める。

■ 検討範囲
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４. 松山駅交通拠点機能強化整備方針
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４. 松山駅交通拠点機能強化整備方針
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5.事業計画で検討すべき事項
「交通拠点の機能強化に関する計画ガイドライン」での位置づけ

• 事業計画では、「交通拠点のコンセプト」、「機能・施設の規模と配置」、「事業区分と役割分担」、「スケジュール」、
「将来像」などについて整理する。

出典：交通拠点の機能強化に関する計画ガイドライン（国土交通省道路局、R4.3）


